








I.研究の慨要

 生殖をめぐる科学が急速に進歩したにもかかわらず、現代社会では、児が父母に望まれ

ずに誕生する機会は少なくない。このような経緯で生まれた親子は、精神保健上きわめて

ハイリスクである。当研究は、次の 4点の解明を目的とするものである。

1.望まない妊娠で生まれる子どもの実態、

2.望まない妊娠で生まれた児の成長発達の過程で生じる問題とそれに関連する諸要因、

3.これらの児の母親及び父親がかかえている諸問題とその心理社会的要因、及びこれらが

児に与える影響、

4.これらの児と母親・父親を援助する機関のはたす役割と、問題点。これらをもとに、児

と母親のケアの

あり方を検討する予定である。


